００－００－０００００　みほんはなこ
　１９８５年（昭和６０年）に“はちみつ（ｈｏｎｅｙ）”を広く知ってもらいたいと、全日本はちみつ協同組合と日本養蜂はちみつ協会が「はち（８）みつ（３）」の語呂合わせから８月３日を「はちみつの日」に制定しました。３月８日は両組織が制定した「ミツバチの日」となっています。
　はちみつは、ミツバチが植物の花蜜を採集し、蜂の巣の中で貯え熟成されたものを、人間が採取した糖液です。人とミツバチの関係は古く１万年以上も昔にさかのぼると言われ、古代エジプトの壁画にミツバチを飼っている様子が描かれていたり、日本では平安時代にはちみつが宮中への献上品となるほど貴重品とされていました。また、江戸時代には徳川家康の孫娘である千姫が、絹などとともに大量のはちみつを持って嫁いだともいわれています。
　花の蜜は、はちみつよりも糖濃度が低く、ミツバチが採集した段階で４０％未満であるが、巣に持ち帰られた後で羽ばたきによって水分を蒸発させ、糖度が８０％になるまで濃縮され、はちみつへと生まれ変わります。日本ではレンゲ、アカシア、みかん、ソバなど季節や地方によって集める蜜も異なり様々な種類の蜜が採れます。花の種類によって個性豊かで、味わいや風味、コクや使い方までもが変わってきます。それぞれの味には特徴があり、違った用途があるので、色々なはちみつを味わってみるのも楽しいです。
